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闘
で
の
賃
上
げ
は
３
年
連
続

で
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
伸

び
率
は
低
下
し
て
い
る
。
日

本
労
働
組
合
総
連
合
会
（
連
合
）
に
よ

る
と
、
２
０
１
６
年
度
の
賃
上
げ
率
は

２
・
00
％
（
定
期
昇
給
分
込
み
）
と
、

15
年
度
の
２
・
20
％
や
14
年
度
の
２
・

07
％
に
届
か
な
か
っ
た
。

　
世
界
経
済
の
先
行
き
不
透
明
感
が
強

ま
り
、
16
年
初
め
か
ら
円
高
株
安
が
進

ん
だ
こ
と
か
ら
、
賃
上
げ
に
は
当
初
か

ら
労
使
共
に
消
極
的
だ
っ
た
。
日
本
経

済
団
体
連
合
会
（
経
団
連
）
は
「
収
益

が
拡
大
し
た
企
業
」
で
「
15
年
を
上
回

る
年
収
ベ
ー
ス
の
賃
金
引
き
上
げ
」
に

と
ど
め
た
。
連
合
は
15
年
春
闘
で
「
２

％
以
上
」
と
し
た
ベ
ア
（
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
）
分
に
関
す
る
要
求
を
、
16
年
は

「
２
％
程
度
」
に
抑
え
た
。

　
賃
金
と
物
価
が
持
続
的
に
上
昇
す
る

に
は
、
そ
の
基
調
に
影
響
を
与
え
る
春

闘
で
の
賃
上
げ
、
と
り
わ
け
ベ
ア
が
必

要
だ
。
景
気
動
向
に
か
か
わ
ら
ず
、
物

価
上
昇
と
一
定
の
ベ
ア
が
毎
年
実
現
さ

れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
デ
フ
レ
か
ら
真

に
脱
却
し
た
と
い
え
る
。

　
賃
金
・
物
価
上
昇
の
流
れ
を
再
加
速

さ
せ
る
た
め
に
は
、
賃
上
げ
が
行
わ
れ

や
す
い
経
済
環
境
を
地
道
に
整
え
る
必

要
が
あ
る
。
財
政
・
金
融
政
策
に
頼
り

過
ぎ
ず
、
働
き
方
改
革
や
待
機
児
童
問

題
の
解
消
、
立
地
競
争
力
の
さ
ら
な
る

強
化
と
い
っ
た
重
要
課
題
に
取
り
組
む

こ
と
が
安
倍
内
閣
に
は
求
め
ら
れ
る
。

消
費
税
増
税
30
カ
月
延
期
と
い
う
判
断

が
結
果
と
し
て
評
価
さ
れ
る
よ
う
、
そ

の
猶
予
期
間
を
生
か
し
、
制
度
・
規
制

改
革
を
大
胆
に
進
め
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
賃
上
げ
を
定
着
さ
せ
る
に
は
、

企
業
、
家
計
、
政
府
の
三
者
が
認
識
を

広
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賃
上
げ
は

家
計
か
ら
歓
迎
さ
れ
、
デ
フ
レ
脱
却
に

欠
か
せ
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
デ
フ

レ
か
ら
脱
却
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、

賃
上
げ
に
よ
る
人
件
費
増
が
販
売
価
格

に
転
嫁
さ
れ
、
さ
ら
な
る
賃
上
げ
と
値

上
げ
に
つ
な
が
っ
て
初
め
て
賃
金
・
物

価
上
昇
の
持
続
性
が
生
ま
れ
る
。

　
官
民
対
話
や
政
労
使
会
議
を
通
じ
て

賃
上
げ
自
体
の
重
要
性
は
共
有
さ
れ
た

が
、
い
ざ
物
価
が
上
が
る
と
、
そ
れ
を

問
題
視
す
る
見
方
が
広
が
り
が
ち
だ
。

家
計
は
物
価
上
昇
の
必
要
性
を
理
解
し
、

あ
る
程
度
受
け
入
れ
る
こ
と
が
必
要
だ

ろ
う
。
家
計
が
物
価
上
昇
へ
の
警
戒
を

強
め
る
ば
か
り
に
、
賃
金
上
昇
率
が
鈍

化
し
て
い
け
ば
、
再
び
デ
フ
レ
の
悪
循

環
に
陥
り
か
ね
な
い
。

Data

先行き不透明感から
賃上げ率が鈍化
デフレ脱却に危機感
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連合「2016 春季生活闘争 第7回（最終）回答集計結果について」
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